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３月 24日の町議会議員選挙を経て、新たなメンバーによ
る会津坂下町議会の活動が始まりました。
14名の内訳は、新人２名、現職 11名、元職１名です。
これから４年間、議会の目標や、住民の代表として各自

が掲げた目標の達成に向けて積極的に活動を展開していき
ます。

「ばんげに住んでよかったと実感できる町
へ」皆さんと協力して未来へ希望の持てるま
ちづくりに全力で取り組んで参ります。

どうぞよろしくお願いします。

髙
た か

久
く

 敏
と し

明
あ き

（１期）

議
席
番
号 

１
「区長・自治会長の担い手不足に歯止め、

地域ベントの活性化、各地区のコミュニケー
ションの充実、災害時の迅速な対応」

これら４つの課題を解決します。

物
も の

江
え

 政
ま さ

博
ひ ろ

（３期）

議
席
番
号 

４

町民の皆さまの付託に応え、しっかり働い
てまいります。五十嵐たかこを温かく見守り、
時に叱咤し激励しながら育ててください。

よろしくお願い致します。

五
い が ら し

十嵐 孝
た か

子
こ

（１期）

議
席
番
号 

２

誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指
し、力強く活動して参ります。

小
お

畑
ば た

 博
ひ ろ

司
し

（４期）

議
席
番
号 

６

１期目の４年間に感謝いたします。
２期目にあたり皆さまの声にしっかりと対応

し、子育て・高齢者の支援・障がい福祉の充
実化、そして「災害に強いまちづくり」に取り
組みます。

目
め

黒
ぐ ろ

 克
か つ

博
ひ ろ

（２期）

議
席
番
号 

３

町民の皆さんの声を町政に届け、その声が
活かされる町政となるよう、取り組んで参り
ます。

横
よ こ

山
や ま

 智
ち

代
よ

（３期）

議
席
番
号 

５

議員を紹介します！議員を紹介します！
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○平均当選回数　3.36 回
○議員報酬（月額）
　議　長  29 万９千円　　副議長  24 万２千円
　委員長  22 万７千円　　議　員  22 万１千円

議員データ

平均年齢　63.07 歳
最年少は 33 歳、最年長は 83 歳です。
前回改選時の平均年齢は 61 歳でした。

町長は町の代表でありますが、議員は町民
の代表です。

最終意思決定機関として、町民の意見を聴
き、町政に反映させていきます。

山
や ま

口
ぐ ち

 　享
すすむ

（４期）

議
席
番
号 

13

身近な政治の窓口として真摯に聴き真摯に
実行して参ります。

ばんげの農業、産業振興から福祉向上や教
育の充実への好循環を描いてまいります。

佐
さ

藤
と う

 宗
そ う

太
た

（４期）

議
席
番
号 

７

健全な財源確保で安心して子どもを産み育
てられる認可保育所整備や障がい児支援、福
祉の充実した町に深化に進化を重ね、誇れる
まちづくりに頑張って参ります。

酒
さ か

井
い

 育
い く

子
こ

（８期）

議
席
番
号 

12

活動している姿勢を具体的に示し、町民の
皆様にとって「わかりやすく」「みえる」よ
うに、議員としての務めを果たすよう行動し
ます。

五
い が ら し

十嵐 一
か ず

夫
お

（７期）

議
席
番
号 

10

町政及び生活に対し要望や意見が多々ある
と思います。行政や議会だけでは解決できな
い事がほとんどです。共に解決への道しるべ
を探していきましょう。

青
あ お

木
き

 美
み

貴
き

子
こ

（４期）

議
席
番
号 

９

ひとりの父親として、子ども達に笑顔の子
ども時代を用意してあげたい。そのための町
の制度を整えたい。議会の一員として責任を
果たしていきます。

赤
あ か

城
ぎ

 大
だ い

地
ち

（３期）

議
席
番
号 

14

４年ぶりの議員復帰です。
初心を忘れず、全ての問題に真摯に取り組

み、坂下町の未来を皆さんと共に作り上げて
いけるよう全力で活動して参ります。

五
い が ら し

十嵐 正
ま さ

康
や す

（４期）

議
席
番
号 

８

財政の健全化を図りながら、老朽化した庁
舎の早期建設を目指します。

商工業の活性化、農業の振興対策、若者の
定住を促進して参ります。

水
み ず

野
の

 孝
こ う

一
い ち

（８期）

議
席
番
号 

11
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議会新体制

議
会
を
代
表
す
る
重
要
な
地

位
に
あ
り
、
議
会
の
秩
序
の
保

持
や
議
事
の
整
理
、
議
会
の
事

務
処
理
を
し
ま
す
。

去
る
４
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
お
よ

び
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
と
同
時
に
、
町
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、正
す
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ

か
り
と
正
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

議
会
は
決
し
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

「
組
織
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
14
人

の
議
員
が
対
等
の
立
場
で
議
論
し
あ

う
「
会
議
体
」
で
す
。
14
人
の
議
員

は
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
を
持
ち
、
町
民

の
皆
様
か
ら
の
付
託
に
応
え
る
た
め

全
身
全
霊
で
職
務
に
就
い
て
お
り
ま

す
。そ

の
14
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
活

か
す
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
新
庁
舎
建
設
を
め
ぐ
る
議

論
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
と
の

間
に
齟そ

齬ご

が
生
じ
、
議
会
の
不
信
感

を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま

す
。今

後
は
、
新
庁
舎
建
設
を
始
め
、

町
政
に
お
け
る
多
く
の
課
題
を
町
民

の
皆
様
と
共
有
し
、
多
く
の
皆
様
の

声
を
議
会
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
議

会
の
信
頼
回
復
と
併
せ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
長
を
補
佐
し
、
議
長
が
不

在
の
時
な
ど
に
そ
の
責
務
を
代

わ
り
に
行
い
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

議　
長

　
赤
城　
大
地

副
議
長

　
山
口　
　
享

議
員
控
室
の
入
り
口
に
は
二
本
松

藩
に
伝
わ
る
「
戒
石
銘
」
の
拓
本
が

飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

爾な
ん
じの

俸　

爾な
ん
じの

禄
は

民
の
膏　

民
の
脂
な
り

下
民
は
虐
げ
易
き
も

上
天
は
欺
き
難
し

「
お
前
た
ち
が
い
た
だ
く
俸
給
は
、

民
の
汗
と
脂
の
結
晶
で
あ
る
。
民
を

虐
げ
る
こ
と
は
た
や
す
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
、
神
を
欺
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
お
前
た
ち
は
民
に
感
謝
し

生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
の
意
味
の
言
葉
で
す
が
、
議
員
は

議
員
控
室
か
ら
出
て
議
場
に
向
か
う

際
、こ
の
言
葉
を
必
ず
目
に
し
ま
す
。

二
本
松
商
工
会
議
所
で
は
こ
れ
を
首

相
官
邸
に
送
っ
た
そ
う
で
す
。

私
達
14
人
は
自
ら
を
律
し
、
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
あ
る
議
会
を
目
指

し
、
議
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
町
民

の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
体
制
決
ま
る

会
津
坂
下
町
議
会
は
、
改
選
後
初
と
な
る
第
２
回
臨
時
会
を
４
月
５
日
に

開
催
し
、
議
長
・
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
委
員
会
構

成
な
ど
、
今
後
議
会
を
運
営
し
て
い
く
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議　
長

副
議
長

赤
あか

城
ぎ

 　大
だい

地
ち

山
やまぐち

口　　 享
すすむ
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議会新体制

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
、
子
育
て
・
障

が
い
者
、
高
齢
福
祉
、
健
康
や
ご
み
問
題

な
ど
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
審
査
、
審
議

し
ま
す
。

町
全
体
の
計
画
や
防
災
、税
金
や
農
業
、

商
工
業
、
道
路
や
水
道
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
審
査
・
審
議
し
ま
す
。

定
例
会
の
日
程
や
本
会
議
の
進
行
手
順
、

議
会
に
関
す
る
ル
ー
ル
な
ど
を
協
議
し
ま

す
。

行
財
政
全
般
に
わ

た
り
公
正
性
、
効
率

性
な
ど
の
観
点
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

す
。

　
議
員
全
員
を
委
員
と
し
、

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

正
副
議
長
を
除
く

12
名
を
委
員
と
し
、
議

員
報
酬
の
あ
り
方
や

そ
の
他
諸
課
題
の
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集・

発
行
の
他
、
議
会
の
広

報
広
聴
活
動
全
般
を
担

当
し
ま
す
。

委員長
物江 　政博

委員長
髙久 　敏明

五十嵐 一夫

五十嵐 孝子

五十嵐 孝子

横山 　智代

青木 美貴子 五十嵐 正康

副委員長
酒井 　育子

副委員長
酒井 　育子

副委員長
目黒 　克博

水野　 孝一 小畑 　博司

小畑 　博司

副委員長
目黒 　克博

副委員長
目黒 　克博

副委員長
佐藤　 宗太

物江 　政博

佐藤　 宗太

佐藤　 宗太 髙久 　敏明

委員長
五十嵐 正康

副委員長
青木 美貴子

物江 　政博

五十嵐 一夫 水野 　孝一山口　　 享

委員長
山口 　享

委員長
山口 　享

委員長
横山 　智代

赤城 　大地

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
７
人
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
（
５
人
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
７
人
）

議
会
運
営
委
員
会
（
４
人
）

監
査
委
員（

１
人
）

新
庁
舎
建
設
検
討

特
別
委
員
会�（
14
人
）

会
津
若
松
地
方

広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合　

議
会
議
員（
２
人
）

議
会
改
革
特
別

委
員
会�

（
12
人
）
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定例会

審
議
会
の
答
申
を
受
け
て

の
改
正
で
は
あ
り
ま
す
が
、

あ
え
て
反
対
し
ま
す
。

識
見
を
有
す
る
代
表
監
査
委
員

は
大
い
に
賛
成
し
、
さ
ら
に
報
酬

を
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
議
員
選
出
の
監
査
委

員
は
、
議
員
と
し
て
の
報
酬
も
あ

り
、
む
し
ろ
下
げ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。　
　
　山

口　
　
享 

議
員

空
き
家
除
却
後
の

固
定
資
産
税
を
軽
減

監
査
委
員
報
酬
改
正

ば
ん
げ
保
育
所
で

一
時
保
育
受
入
へ

介
護
保
険
料
決
ま
る

道
路
占
用
料
・
法
定
外

公
共
物
の
額
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
に

勤
勉
手
当
支
給

本
籍
地
以
外
で
も

戸
籍
交
付
が
可
能
に

条 例

条 例

条 例条 例条 例

条 例 条 例

空
き
家
除
却
し
た
後
も
固
定
資
産
税

が
変
わ
ら
な
く
な
る
よ
う
に
特
例
措
置

を
行
い
、
空
き
家
の
除
却
を
促
進
す
る

も
の
で
す
。町

内
に
は
４
０
０
戸
を
超

え
る
空
き
家
が
存
在
し
、
今

後
も
人
口
減
少
に
よ
り
更
に

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
は
、
地
域
住
民
の
不
安
や
周

辺
の
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね

ま
せ
ん
。

町
は
、
新
規
事
業
と
し
て
空
き

家
の
除
却
補
助
や
除
却
後
の
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
を
行
い
、
危

険
空
き
家
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
の
除
却
だ
け
で

な
く
、
改
修
費
用
や
家
財
の
撤
去

処
分
等
、
幅
広
く
活
用
で
き
る
補

助
金
も
作
り
、
空
き
家
の
有
効
活

用
に
つ
な
げ
ま
す
。

福
島
県
非
常
勤
監
査
委
員
日
額
報
酬

を
基
準
と
し
て
、
監
査
委
員
の
年
額
報

酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

里
帰
り
出
産
や
家
庭
保
育
の
方
が
一

時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
、
ば
ん
げ
保
育
所
で
受
け
入

れ
、
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

第
９
期
会
津
坂
下
町
高
齢
者
福
祉
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
伴
い
、
令

和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
介
護
保

険
料
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
法
施
行
令
別
表
に
定
め
ら
れ
た

占
用
料
の
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
よ
り
会
計
年
度
任
用
職

員
に
期
末
手
当
に
加
え
勤
勉
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
１
日
よ
り
本
籍
地
以

外
で
の
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
を
可
能
と

す
る
た
め
、
町
で
定
め
る
戸
籍
手
数
料

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
６
年　
第
１
回
定
例
会

空
き
家
の
除
却
を
促
進
！

　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
22
日
（
木
）
～
３
月
６
日
（
水
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

１
日
目
は
提
出
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
・
３
日
目
は
９
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
２
日
間
予
算
特
別
委
員
会
で
令
和
６
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
は
議
案
の
審
議
等
を
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

戸籍は、これまで
本籍地でしか

申請出来ませんでしたが、
どこの市町村でも
受け取れるように
なりました。
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定例会

気
多
宮
街
な
み
交
流

セ
ン
タ
ー
譲
渡

事
業
費
確
定
に
よ
る
精
算

その他

補 正

会
津
坂
下
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
街
な

み
交
流
セ
ン
タ
ー
が
立
地
す
る
気
多
宮

区
へ
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
子
育
て
に
関
す
る
議
員
提
出
議
案

は
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
今
定
例
会
ま
で
議
論
が

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、「
町
民
や
関
係
者
な

ど
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
意
見
を
頂
き

な
が
ら
議
会
で
も
よ
り
坂
下
町
ら
し
い

最
適
な
も
の
を
作
る
べ
き
だ
。」
な
ど

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
も
、
委
員
長
報
告
の
後
、

採
決
し
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
日
本
が
批
准

し
て
30
年
経
つ
が
ま
だ
そ
の
存
在
を
知

る
人
は
少
な
い
。
発
議
さ
れ
た
意
義
は

大
き
い
が
、
条
例
を
制
定
す
れ
ば
良
い

で
は
済
ま
な
い
。
議
員
間
の
議
論
も
ほ

と
ん
ど
無
く
、
町
民
の
方
々
や
、
子
ど

も
を
含
め
、
時
間
を
か
け
て
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。　

 

小
畑　
博
司 

議
員

本
案
は
、「
こ
ど
も
基
本
法
」
同
然

で
本
町
ら
し
さ
が
な
い
。
立
法
プ
ロ
セ

ス
に
欠
け
、
町
民
の
関
与
や
気
配
が
な

く
生
の
声
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
文
言

を
並
べ
る
こ
と
が
制
定
で
は
な
く
、
子

育
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
さ
れ
、
実
践

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

 

渡
部　
正
司 

議
員

第
一
に
条
例
立
法
プ
ロ
セ
ス
。
有
識

者
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
保
護
者
や
地

域
住
民
、
事
業
者
な
ど
全
体
で
の
検
討

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。第
二
に
内
容
。

子
ど
も
基
本
法
の
文
言
を
多
用
さ
れ
て

い
る
が
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に
理
念

を
う
た
う
の
み
な
ら
ず
子
ど
も
に
関
わ

る
政
策
全
般
を
具
体
的
に
進
め
る
条
例

で
あ
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。

 

佐
藤　
宗
太 

議
員

最
終
日
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
事
業
費
の
確
定
に
よ
る

精
算
が
主
な
補
正
内
容
で
し
た
。

🆀
消
防
屯
所
な
ど
、
今
後
も
地
区

へ
の
無
償
譲
渡
と
い
う
も
の
が

出
て
く
る
の
か
。
そ
の
場
合
、

除
却
す
る
時
の
費
用
等
は
ど
う

な
る
の
か
。

🅰
基
本
的
に
、
集
会
所
に
類
似
す

る
施
設
は
地
区
へ
譲
渡
す
る
考

え
で
す
。
屯
所
な
ど
行
政
機
能

を
果
た
し
て
い
る
も
の
は
譲
渡

の
対
象
と
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（万円未満四捨五入）

一般会計 △ 3,120 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △ 3,962 万円
介 護 保 険 △ 6,123 万円
後 期 高 齢 者 医 療 △ 101 万円
下 水 道 事 業 △ 3,798 万円
坂下東第一地区土地
区 画 整 理 事 業 △ 2,169 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 △ 114 万円

会
津
坂
下
町
子
育
て
基
本
条
例

会
津
坂
下
町
子
育
て
基
金
条
例

発
議
第
３
号

反
対
討
論

発
議
第
４
号

議
員
提
出
議
案

気多宮街なみ交流センター
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実
施
計
画
で
「
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
」
に

示
し
た
事
業
を
中
心
に
、
子
育
て
・
教
育
、
健

康
づ
く
り
、
福
祉
の
充
実
、
農
業
・
商
工
業
の

振
興
の
た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
会
計

令
和
５
年
度
ま
で
の
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
と
下
水
道
事
業

特
別
会
計
が
企
業
会
計

と
し
て
一
つ
に
な
り
、

下
水
道
事
業
会
計
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
は
水
道
会
計
同

様
企
業
会
計
と
し
て
管

理
さ
れ
ま
す
。

最
重
点
事
業
で
あ
る
過
疎
対
策
事
業
で
は
、

新
た
に
「
空
き
家
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金
」

お
よ
び
「
空
家
等
除
却
支
援
事
業
補
助
金
」
を

整
備
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
移
住
者
の
住
ま
い
の
確
保
や

町
内
に
４
０
０
件
以
上
あ
る
空
き
家
の
解
消
を

図
り
ま
す
。

76
億
９
千
万
円

前
年
度
か
ら
８
千
万
円
増

予算を見れば　
町の未来が見えてくる

一
般
会
計

特別会計

企業会計

令和６年度
予　算

会計 令和６年度予算 前年比

特別会計

国 民 健 康 保 険 18億8,786万6千円 6,047万7千円増

介 護 保 険 23億9,962万  　円 4,117万1千円増

後 期 高 齢 者
医 療 2億 2,234万2千円 1,300万9千円増

坂下東第一地区
土地区画整理事業 1億9,849万5千円 2,695万1千円減

水　　道
事業会計

収 益 的 収 入 4億9,921万4千円 904万1千円増

資 本 的 収 入 1億6,678万9千円 8,855万6千円増

下 水 道
事業会計

収 益 的 収 入 5億4,139万  　円
―

資 本 的 収 入 4億2,755万7千円

47億832万3千円

16億3,495万円

民生費
24%

町税
20%

その他
9%

土木費
11%

総務費
19%

衛生費
7%

公債費
 14%

農林
水産費
6%

教育費
11%

地方交付税
40%

国庫支出金
7%

県支出金
9%

町債 3％

消防費 5%

寄付金 3%

繰越金
2%

その他 3%

その他
7%

ふるさと納税
の返礼品代
や、選挙など

道路整備や
除雪など 学校教育や生涯学習

など

町の借り入れの
返済金

高齢者・障がい
者福祉や保育所、
児童手当など

支 出
76億9,000万円

自治体間の格差を少
なくするため、国か
ら交付されるもの

予防接種や
検診、ゴミ処理
など

国や県からの使
い道の決まった
補助金

町の借入金 町民税、固定資産
税などの税金

自主
財源
34％

依存財源
66％

収 入
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ここに 注目 〜予算審査〜

町
は
ど
こ
に
お
金
を
か
け
　

何
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か

予
算

審
査

予算特別委員会では、
多くの質疑を行いました。
主なものを要約してご
紹介します。

物江委員長・五十嵐副委員長

中学校部活動地域移行について

新庁舎建設費業務委託の内容は

議員

議員

議員

議員

課長

課長

課長

課長

今後の保護者負担は出てくるのか。

アウトプットが見えてくるのはいつ頃になるのか。

現在は移行期であるため、講師謝礼なども町で負担してい
ます。今後地域移行の形が整ってくれば、保護者からの会
費を集めることになりますが、負担にならない程度に留め
る考えです。

令和６年度は基本計画、基本構想を予定して
おり、年度内の完了を目指しています。

現時点では休日の活動を地域へ移行するという段階です。
将来的には送迎にバスを出すなどの検討もしていかなけれ
ばなりません。近隣市町村との協議も必要になると考えて
います。

発注者支援業務であり、計画の策定に当たり専門的な部分
を委託するものです。法令上の整理や環境配慮など専門的
に行ってもらう予定です。また、段階的な委託となり、基
本計画や入札に係る仕様書の作成などを行ってもらう事を
考えています。

地域移行が進めば、他の市町村と合同の活動として交通費
などが必要になる事も考えられる。その場合の考え方は。

委託の内容は。またこの委託によりどの程度まで煮詰まっ
てくるのか。

2,376万円
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ここに 注目 〜予算審査〜

広告収入のアイディアは

預かり保育の給食費と
学校の給食費の考え方は

モニターツアーの
今後は

国民健康保険特別会計
高額療養費

広報あいづばんげへの広告掲載はある
が、他自治体のように封筒などへ広告
掲載をし、収入を確保する考えは。

モニターツアーをどのように活用して
いくか。また、委託先の選定方法は。

幼稚園の土曜日の預かり保育の給食費
が値上げになると通知があったが。

学校の給食費は物価高により値上げに
ならないのか。

その違いは。

高額療養費が増加しているが、その要
因は。

食材費の値上がりにより１食330円か
ら340円に値上げとなりました。

学校給食費の高騰分は町で支援してお
り、給食費の単価は前年同額と見込ん
でいます。

幼稚園の預かりは希望者のみの提供と
なっているため、考え方に違いがありま
す。

心疾患や脳血管疾患などが多く、治療の
ための手術が高額になる傾向にありま
す。
また、新薬が保険適用となり、その使用に
よって高額な医療費が発生しています。

議員議員

議員

議員

議員

議員

課長
課長

高寺山調査を

高寺山の発掘にもっと力を入れられな
いのか。

国の補助を頂いているため、毎年事業
の要望を行い、許可を得て調査を行っ
ています。少しずつでも補助がある限
り続けていきたいと考えています。

議員

課長
町ホームページを
どうリニューアルするのか

どのような方向でリニューアルをする
のか。

詳細にはこれから検討していきます
が、より分かりやすい、見たい情報を
見つけやすいように改善します。ま
た、スマートフォンでスムーズな閲覧
ができるようにします。さらに各種申
請様式のダウンロードもできるように
考えています。

議員

課長

課長

課長

課長

課長

役場の封筒に限らず、公用車などへの
広告の掲載など、可能性を含め検討し
ていきます。

参加者のアンケートの結果では好評を
得ているようです。今後は「医・職・
住」をより身近に体験できるよう、職
業体験などを含めたツアーにしていき
たいと考えています。
委託先は見積もり合わせにより選定し
ますが、坂下町の
ことを良く知って
いる業者にお願い
したいと考えてい
ます。

536万4千円

466万7千円
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ここに 注目 〜予算審査〜

一
般
会
計
当

初
予
算
に
賛
成

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
今
も
な
お
続

く
物
価
の
高
騰
は
、
町
民

の
生
活
を
苦
し
め
て
い
ま

す
が
、
第
六
次
会
津
坂
下

町
振
興
計
画
で
の
最
重
点

事
業
、
空
き
家
対
策
の
予

算
措
置
、
財
政
健
全
化
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、

評
価
い
た
し
ま
す
。

最
善
の
行
政
運
営
を
強

く
要
望
し
ま
す
。

渡
部　
順
子 

議
員

　
前
向
き
な
姿

勢
が
伺
え
る
予

算
で
あ
り
、
評

価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
策
定

さ
れ
る
地
域
計
画
に
は
厳

し
い
現
実
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
ま
す
。
希
望
を

見
出
す
に
は
、
国
へ
強
く

求
め
る
行
動
が
必
要
で
す
。

　
町
長
が
先
頭
に
立
ち
、

町
民
と
と
も
に
立
ち
上
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

小
畑　
博
司 

議
員

「
あ
た
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
」

の
２
年
目
と
し

て
、
各
種
事
業

に
取
組
む
前
向
き
な
予
算

編
成
の
姿
勢
が
見
て
と
れ

ま
す
。

最
重
点
事
業
で
あ
る

「
過
疎
対
策
」
を
中
心
に

置
き
、
実
施
計
画
の
中
で

重
点
的
に
進
め
る
事
業
に

示
し
た
、
子
育
て・教
育
、

健
康
づ
く
り
、
福
祉
の
充

実
、
農
業
・
商
工
業
の
振

興
の
政
策
実
現
の
た
め
に

積
極
的
に
取
り
組
む
予
算

編
成
に
つ
い
て
、
高
く
評

価
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
全
体
で

の
予
算
執
行
に
お
い
て
、

財
政
健
全
化
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
当
町
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
行
政
運

営
を
切
に
要
望
し
ま
す
。

 

蓮
沼　
文
明 

議
員

新
庁
舎
位
置

の
結
論
を
出
さ

ず
し
て
、
振
興

計
画・マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
語
れ
ま
せ
ん
。

庁
舎
は
町
の
要
で
あ
り
、

新
庁
舎
位
置
の
結
論
を
出

し
て
か
ら
、
第
６
次
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

新
庁
舎
位
置
は
現
庁
舎

周
辺
と
す
る
議
決
が
な
さ

れ
て
い
る
以
上
、
議
決
に

従
い
執
行
す
る
の
が
為
政

者
の
務
め
で
あ
り
ま
す
。

本
予
算
は
既
に
議
決
済

の
執
行
を
拒
否
し
た
予
算

案
で
あ
る
と
言
え
る
た
め
、

反
対
し
ま
す
。

 

五
十
嵐
一
夫 

議
員

　
基
盤
産
業
発

展
へ
の
工
夫
、

健
康
な
生
活
、

安
心
や
安
全
の

イ
ン
フ
ラ
、
学
び
の
向
上

な
ど
町
民
の
笑
顔
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
保
育
料
値
上

げ
分
が
し
っ
か
り
と
子
供

ら
に
還
元
す
る
方
策
を
含

め
、
町
民
と
の
対
話
を
重

ね
、
笑
顔
が
は
じ
け
る
執

行
を
期
待
し
ま
す
。

渡
部　
正
司 
議
員

水道・下水道技術者の育成を 下水道事業会計への移行

技術者の育成が大変重要である。育成
計画、研修等はあるのか。

企業会計へ令和６年度から移行になっ
たが、わかりにくい。議員 議員

課長 課長
技術者の不足は全国的にも言われてい
ます。協定を結んでいる４事業体での
技術連携に加え、県内での対応も想定
していかなければなりません。採用も
含め研究していきます。

２事業が１つ会計になったため、分か
りにくくなっています。まずは初年度
という事もあり、１年間やってみて、
随時わかりにくいところを改善してい
きます。

討 論
〜令和６年度　
会津坂下町一般会計予算〜



12

本会議で採択され、
意見書を送付しました。

【 提 出 者 】 日本労働組合総連合会
福島連合会
両沼地区連合会　
議長　檜山　洋明

【紹介議員】 小畑　博司 議員

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出請願書

請 願
請願第１号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目
黒　
克
博

蓮
沼　
文
明

物
江　
政
博

赤
城　
大
地

横
山　
智
代

渡
部　
正
司

佐
藤　
宗
太

山
口　
　
享

青
木
美
貴
子

渡
部　
順
子

五
十
嵐
一
夫

酒
井　
育
子

小
畑　
博
司

水
野　
孝
一

議案第７号　特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び旅費の支給に関する条例の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議 

長

議案第 13号　
　令和６年度会津坂下町一般会予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議 

長

発議第３号　会津坂下町子育て基本条例 × × × ○ × × × × ○ ○ × × × 議 

長

発議第４号　会津坂下町子育て基金条例 × × × ○ × × × × ○ ○ × × × 議 

長
上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！
賛否の分かれた議案

能登地震被災地へ
義援金
全議員で構成する会津坂下町議会

議員互助会から１月の地震で被害を
受けた石川県へ、石川県議会議長会
を通じて義援金５万円を送付しまし
た。

　　自治功労者表彰受賞 

２月26日、福島県町村議会議長会
総会において、議会議員として16年
間務めた渡部順子議員が、全国町村
議会議長会より表彰されました。
定例会最終日の開会に先だち、議

長より表彰状が伝達されました。

　
１
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
臨
時
会
で
は
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
事
業

所
や
運
送
業
者

な
ど
へ
の
補
助

金
支
給
な
ど
が

打
ち
出
さ
れ
ま

し
た
。

物
価
高
騰
対
策

事
業
所
を
支
援

第
１
回 

臨
時
会
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令
和
５
年
６
月
議
会
、「
５
年
前
の

議
決
に
基
づ
き
速
や
か
に
建
設
計

画
を
実
施
す
る
よ
う
、
町
当
局
へ
意
見
書

を
提
出
」の
請
願
が
賛
成
６
、反
対
７
で
不

採
択
だ
っ
た
事
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
。

こ
の
時
点
で
庁
舎
位
置
を
変
更
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、賛
成
７
で
、

３
分
の
２
を
超
え
る
賛
成
９
に
満
た
ず
否

決
と
捉
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
採
決
の
人
数
は
請
願
に
対
し

て
の
も
の
で
し
か
な
い
の
で
、
そ

の
数
を
参
考
に
他
の
議
案
に
対
す
る
意
思

を
決
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
厚
生
病
院
跡
地
に
移
転
し
た
ら

町
有
地
と
な
り
、
固
定
資
産
税
の

税
収
源
を
失
う
こ
と
に
ど
う
考
え
る
の
か
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く

う
え
で
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
機

能
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
方
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

庁
舎
位
置
と
し
て
旧
厚
生
病
院
跡

地
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
疑
問

①
長
い
基
礎
杭
（
最
長
44
ｍ
）
が
抜
か

れ
、
地
盤
を
か
き
ま
ぜ
、
安
定
を
失
っ
た

土
地
に
建
て
る
で
し
ょ
う
か
。

地
質
調

査
・
地

盤
調
査
は
、
ど

の
建
設
場
所
で

も
必
ず
実
施
し

ま
す
。

②
跡
地
は
厚
生
連
と
某
会
社
と
売

買
の
約
束
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

約
束
は
そ
の
ま
ま
な
の
か
。

契
約
書
を
交
わ
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
口
約
束
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

庁
舎
位
置
を
確
定
し
な
け
れ
ば
、

後
期
基
本
計
画
も
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
も
策
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

新
庁
舎
の
位
置
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
具
現
化
に
向
け
た
後
期
基
本

計
画
の
策
定
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

新
庁
舎
の
場
所
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

新
庁
舎
請
願
の
賛
否
数
の
持
つ
意
義

他
の
議
案
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い

問問

問問問

答答 答

答答

五十嵐  一夫 議員

基礎杭が引き抜かれ地盤が不
安定な、厚生病院跡地が新庁
舎候補地でいいのだろうか？

般一 質 問
町政を問う！

一般質問は議員が町政全般について、現状
や方針を問うものです。一人あたりの持ち時
間は答弁を含めて50分間です。
今定例会では９人が登壇しました。

広報誌に掲載する内容は質問者自身が要約
し、広報広聴特別委員が校正したものです。
　
一般質問の映像を配信して

おりますので、詳しくはそち
らをご覧ください。

また、会議録もホームペー
ジでご覧いただけます。

会議録

一般質問

手続きは簡単。
議場前の受付簿に名前を書くだけ！

第２回定例会は議員改選後の初めて
の定例会です。

議会を
傍聴して
みませんか？

【令和６年第２回定例会日程（予定）】

６月

６日(木) 招 集 日

10日(月) 一 般 質 問

11日(火) 一 般 質 問

14日(金) 最 終 日

※日程は変更になる場合があります。
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「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」

等
の
「
福
祉
作
業
所
」
設
置
に
関

し
て
、
町
の
助
成
・
支
援
等
を
伺
う
。

「
障
が
い
福
祉
事
業
所
」
等
の
設

置
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
の
「
障
が
い
者
総
合
支
援
法
」
の
改
正

に
よ
り
、
本
町
の
意
見
が
県
の
指
定
の
判

断
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
十
分
に
協
議
し
ま

す
。
ま
た
、
事
業
者
へ
補
助
金
の
制
度
の

情
報
提
供
、
お
よ
び
事
業
所
の
設
置
場
所

と
し
て
利
用
可
能
な
空
き
家
や
空
き
店
舗

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
新
た
な

事
業
所
の
設
置
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

空
き
工
場
の
実
態
及
び
今
後
の

計
画
は

再
調
査
を
実
施
し
て
、
企
業
誘
致
に

つ
な
が
る
情
報
提
供
に
努
め
ま
す

当
町
で
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い

「
空
き
工
場
」
の
実
態
及
び
今
後

の
取
り
組
み
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

町
に
は
、
国
道
49
号
線
沿
線
を
中

心
に
「
空
き
工
場
」
が
点
在
し
て

お
り
ま
す
。
近
年
、
円
安
等
の
影
響
に
よ

り
、
海
外
か
ら
国
内
に
生
産
機
能
を
移
す

動
き
が
全
国
的
に
活
発
化
し
て
お
り
、
更

に
は
運
送
業
に
お
け
る
２
０
２
４
年
問
題

も
あ
り
、
企
業
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
に
利

用
で
き
る
「
空
き
工
場
」
に
対
す
る
需
要

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
国
・
県
も
市
町

村
と
の
連
携
強
化
を
求
め
て
お
り
、
町
と

し
ま
し
て
も
、「
空
き
工
場
」
の
物
件
に

つ
い
て
再
調
査
を
実
施
し
、
企
業
誘
致
に

つ
な
が
る
情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
導
入
の
進
捗
は

高
齢
者
の
介
護
予
防
・
認
知
症
予

防
の
為
に
も
補
聴
器
購
入
へ
の
補

助
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

補
聴
器
の
購
入
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
補
装
具
給
付
や
介
護

保
険
に
お
け
る
福
祉
用
具
の
対
象
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
聴
力
検
査
に
つ
い
て
も
健
康

診
断
に
お
け
る
聴
力
検
査
で
は
加
齢
性
難

聴
の
確
認
ま
で
は
出
来
な
い
た
め
実
施
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
高
齢
者
の
難
聴
は
、
加
齢
に
よ
る
体
力

低
下
等
と
同
様
に
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

症
状
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
全
体
で
そ

れ
を
理
解
し
、

受
け
入
れ
、
み

ん
な
で
支
え
合

い
、
共
生
で
き

る
地
域
社
会
や

環
境
づ
く
り
が

重
要
と
考
え
ま

す
。こ

れ
も
質
問

問
教
員
の
長
時
間
労
働
の
実
態
に
つ
い
て

問
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

ご
み
の
排
出
量
の
削
減
は

さ
ら
な
る
減
量
化
・
再
資
源
化
を

は
か
っ
て
参
り
ま
す
。

 

可
燃
ご
み
・
生
ご
み
類
の
削
減

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

令
和
５
年
度
12
月
末
現
在
で
排
出

量
は
前
年
度
実
績
を
下
回
る
排
出

量
と
な
る
見
込
み
で
す
が
目
標
排
出
量
に

は
及
ば
ず
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
化
推
進
補
助
金
と
し
て
、

コ
ン
ポ
ス
ト
、
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
・
生
ご
み
処

理
機
等
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
生
ご

み
減
量
化
及
び
生
活
環
境
の
保
全
を
図
っ

て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
約
３
割
が

生
ご
み
で
、
各
家
庭
で
生
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
、
ご
み
減
量
化
に
対
し
て
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
住
民
・
事
業

者
・
行
政
で
目
標
や
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
、
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

問問

問

問

答

答

答

答

認知症予防に有効な補聴器

「
障
が
い
福
祉
事
業
所
」等
の
設
置
に

関
す
る
町
の
助
成
・
支
援
等
を
伺
う

高
齢
者
補
聴
器
補
助
金
を

様
々
な
情
報
提
供
等
を
通
し
、
新
た
な
事
業
所

の
設
置
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す

福
祉
用
具
の
対
象
で
は
な
い
の
で

実
施
で
き
ま
せ
ん

蓮沼　文明 議員

横山　智代 議員

導入がすすむ
インクルーシブ遊具
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現
在
の
町
の
防
災
計
画
で
は
大
規

模
災
害
に
は
対
応
し
き
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
の
広
域

的
な
連
携
や
官
民
の
連
携
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
生
活
必
需

品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

家
屋
倒
壊
等
か
ら
の
被
災
者
の
救
出
や
被

害
を
受
け
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、
瓦
礫
の

撤
去
等
の
「
人
的
支
援
」
、
け
が
人
へ
の

対
応
や
避
難
所
で
の
衛
生
管
理
の
た
め
の

「
医
療
支
援
」
、
さ
ら
に
携
帯
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
被
害
を
受
け
、
正

確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
の
「
情

報
通
信
支
援
」
等
が
必
要
で
あ
り
、
町
単

独
で
全
て
に
備
え
る
事
は
不
可
能
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
近
隣
市
町
村
も
同

様
で
あ
り
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
は
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
は
も
ち

ろ
ん
民
間
の
企
業
と
も
連
携
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
会
津
地
方
振
興
局
の
協
力
を

得
な
が
ら
近
隣
市
町
村
の
相
互
応
援
協
定

を
締
結
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て
も
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
つ
の

対
応
策
と
し
て
手
始
め
に
、
各
市
町
村
の

備
品
を
一
カ
所
で
保
管
し
な
が
ら
、

緊
急
時
に
貸
し
借
り
が
で
き
る
よ
う
な
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
等
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

危
機
管
理
専
門
員
を
配
置
す
べ
き

で
は

次
年
度
よ
り
公
安
職
経
験
者
を

防
災
専
門
員
と
し
て
募
集
し
ま
す

公
安
職
や
自
衛
隊
の
訓
練
を
受
け

た
者
を
危
機
管
理
専
門
員
と
し
て

配
置
す
る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
る
が
見
解

を
伺
う
。次

年
度
の
採
用
に
お
い
て
、
警
察
、

消
防
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
で

実
務
経
験
を
５

年
以
上
有
す
る

者
を
防
災
専
門

員
と
し
て
募
集

す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

７
地
区
で
お
の
お
の
最
も
危
険
な

箇
所
の
把
握
と
、
そ
の
減
災
の
た

め
の
対
応
は
。

自
然
災
害
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
ほ
ぼ
中
心
を
横
断
す

る
活
断
層
「
会
津
盆
地
西
縁
断
層
」
や
川

西
地
区
・
八
幡
地
区
・
若
宮
地
区
の
山
際

に
お
け
る
土
砂
災
害
、
高
寺
地
区
の
束

松
・
洲
走
周
辺
で
の
地
す
べ
り
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
阿
賀
川
の
堤
防
決
壊
が

あ
れ
ば
坂
下
地
区
・
若
宮
地
区
・
金
上
地

区
・
広
瀬
地
区
・
川
西
地
区
で
浸
水
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
使

用
し
な
く
な
っ
た
池
の
用
途
廃
止
や
撤
去

を
進
め
る
と
と
も
に
、
砂
防
ダ
ム
を
設
置

し
て
災
害
を
防
止
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地

す
べ
り
に
つ
い
て
は
会
津
農
林
事
務
所
に

十
数
回
に
わ
た
り
対
策
工
事
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
、
対
策
本
部
が
機
能
不
全

に
な
っ
た
場
合
の
対
策
は
。

当
町
で
は
災
害
対
策
本
部
の
設
置

場
所
に
つ
い
て
、
現
庁
舎
が
被
災

し
た
事
を
想
定
し
、
中
央
公
民
館
な
ど
第

二
の
設
置
場
所
を
事
前
に
設
定
し
て
お
く

こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
過

去
の
被
災
事
例
を
教
訓
と
し
て
、
想
定
す

る
災
害
に
合
わ
せ
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
様
々
な
災
害
対
応

を
庁
内
各
職
員
で
「
誰
が
何
を
行
う
か
」

の
業
務
分
担
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
当
町
に
足
り
な
い
防
災
設
備
は
何
か

問
災
害
時
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て　

問
視
覚
障
が
い
者
や
車
い
す
利
用
者
な

ど
、
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
避
難
に
つ
い
て

今
こ
そ
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

大
規
模
災
害
に
ど
う
備
え
る
の
か

自
然
災
害
に
対
処
で
き
る
設
備
等
の

備
え
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

問

問問

答

答答

目黒　克博 議員

赤城　大地 議員   

現庁舎の耐震性は？

職務経験が活かされ
た「防災専門員」が
募集されます

問答
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各
集
落
の
持
続
的
な
農
業
の
将
来

像
を
話
し
合
い
、
地
域
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
。し
か
し
、

そ
の
中
心
と
な
る
担
い
手
の
皆
さ
ん
は
生

産
資
材
の
大
幅
な
値
上
が
り
や
、
燃
料
・

電
気
料
の
高
騰
で
赤
字
経
営
と
な
り
、
生

産
意
欲
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
担
い
手
の

皆
さ
ん
と
、
そ
れ
を
支
え
る
周
囲
の
方
々

が
希
望
を
見
い
だ
せ
る
地
域
計
画
の
策
定

と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
が
、
考
え
を
伺

う
。

各
集
落
の
実
情
に
合
わ
せ
、
担
い

手
農
業
者
の
育
成
や
、
目
指
し
た

い
農
業
の
あ
り
方
等
を
住
民
み
ん
な
で
共

有
し
、
全
集
落
を
対
象
に
地
域
計
画
の
策

定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

意
欲
的
な
中
小
規
模
農
家
も
重
要
な
担
い

手
と
し
て
位
置
づ
け
、
営
農
継
続
に
必
要

な
取
り
組
み
・
要
望
を
把
握
し
、
町
独
自

の
施
策
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
策
定
し
た
計
画
を
基
に
、
県

や
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
等

と
連
携
し
な
が
ら
町
農
業
の
持
続・発
展
、

そ
し
て
農
業
・
農
地
が
持
つ
多
面
的
機
能

の
発
揮
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
の
拡
大
強
化
は

県
の
制
度
を
柱
に
効
果
的
な
策
を

講
じ
ま
す鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
皆
さ
ん

の
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
、
人
身

被
害
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
事
態

は
深
刻
で
す
。
体
制
の
拡
大
を
含
め
、
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

被
害
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
県
の
制
度
を
活
用
し
た
地
域

ぐ
る
み
で
の
電
気
柵
設
置
を
柱
に
、
市
町

村
間
の
連
携
強
化
も
含
め
、
関
係
機
関
一

体
と
な
っ
て
よ
り
効
果
的
に
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
危
機
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

坂
下
は
「
話
せ
る
町
」
か

希
望
の
も
て
る
地
域
計
画
を

対
話
は
必
要
不
可
欠
で
す

農
業
者
を
し
っ
か
り
支
え
ま
す

問

問

答

答答

小畑　博司 議員

『
ブ
ラ
ン
ド
』
化
は
賑
わ
い
や
移

住
定
住
に
も
大
き
な
貢
献
を
も
た

ら
す
。
本
町
で
の
暮
ら
し
の
『
ブ
ラ
ン
ド
』

化（
ブ
ラ
ン
ド
タ
ウ
ン
）を
ど
う
考
え
る
か
。

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
る
」

こ
と
は
、
町
の
持
つ
魅
力
が
他
地

域
と
差
別
化
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
評
価
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。そ
の
こ
と
は
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
強
力
に
し
、
持

続
的
成
長
に
繁
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

町
民
が「
や
っ
ぱ
り“
ば
ん
げ
”が
い
い
！
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
が
、
十

分
本
町
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
地
域
の
存
続
を

か
け
た
取
り
組
み
で
す
。

「
話
せ
る
町
」
と
な
っ
て
、「
安
心

で
住
ん
で
楽
し
く
な
る
町
」
を
願

う
が
、
住
民
と
対
話
す
る
こ
と
の
意
義
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
対
話
か
ら
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
か
。

住
民
自
治
の
原
則
に
立
ち
、
情
報

を
共
有
し
、
共
通
の
目
的
意
識
を

持
ち
、
対
等
の
立
場
で
互
い
の
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
地
域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
対
話
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
直
接
対
話
を

す
る
こ
と
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

あ
り
、
町
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め

の
取
り
組
み
に
も
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
町
民
の

満
足
度
が
向
上
さ
れ
、
住
み
や
す
い
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
捗
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問問 答答

渡部　正司 議員

町民との対話は進むか
（役場屋上から望む）
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高
収
益
作
物
の
導
入
や
転
換
作
物

等
の
付
加
価
値
向
上
及
び
収
益
力

強
化
に
向
け
た
産
地
と
し
て
の
取
り
組
み

の
進
捗
は
。

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
米
づ
く

り
と
高
収
益
作
物
や
土
地
利
用
型

作
物
を
組
み
合
わ
せ
た
、
水
田
フ
ル
活
用

に
よ
る
農
業
収
益
向
上
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
新
規
就
農
者
に
お
き
ま
し
て
は
、

キ
ュ
ウ
リ
や
ブ
ド
ウ
等
、
高
収
益
作
物
を

経
営
品
目
と
し
て
就
農
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
枯
葉
剤

除
去
に
向
け
た
進
捗
は
。

昨
年
、
町
と
し
て
国
へ
の
早
期
撤

去
の
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
林
野
庁
に
お
い
て
予
算
を
確

保
し
、
昨
年
11
月
に
水
質
調
査
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

環
境
基
準
値
以

内
で
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け
た

取
り
組
み
は

「
体
験
が
で
き
る
少
人
数
の
ツ
ア
ー
」

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す

「
世
界
一
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
秘
境

鉄
道
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
、
国
内

の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
只
見
線
沿
線
の
環
境
整
備
の
考
え
は
。

町
は
、
こ
れ
ま
で
美
し
い
景
観
の

中
を
走
る
列
車
が
見
ら
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し「
杉
の
踏
切
」

や「
会
津
坂
本
駅
」な
ど
11
ヵ
所
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
さ
ら
な
る
景
観
ス
ポ
ッ
ト
の
開
拓
を

進
め
、
本
町
の
美
し
い
只
見
線
の
風
景
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
情
報
発
信
す
る
こ
と
で

町
へ
の
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
部
活
動
地
域
移
行
の
進
捗
は

問
旧
坂
下
高
校
体
育
館
の
利
活
用
の
進
捗

は

超
少
子
・
高
齢
化
の
現
状
の
中
で

移
住
定
住
や
交
流
人
口
を
10
～
20

年
後
を
見
据
え
た
対
策
と
は
。

過
疎
対
策
を
重
点
に
移
住
定
住
推

進
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
１
に

町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
２
に
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
町
の
暮
ら
し
の
情
報

発
信
、
３
に
子
育
て
世
代
を
町
外
へ
の
流

出
抑
制
と
町
外
か
ら
住
宅
取
得
支
援
・
結

婚
応
援
補
助
金
等
と
合
わ
せ
て
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
育
児
応
援
事

業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

福
祉
を
向
上
さ
せ
「
あ
た
た
か
い
」

町
づ
く
り
を
問
う

支
援
体
制
の
確
保
に
は
障
が
い
児

福
祉
事
業
所
を
充
足
さ
せ
る
事
と

考
え
ら
れ
る

日
常
生
活
を
送
る
の
に
、
様
々
な

不
自
由
を
抱
え
た
障
が
い
者
の
現

状
は
。
ま
た
、
県
有
地
に
児
童
福
祉
施
設

誘
致
を
進
め
、
障
が
い
者
の
自
立
福
祉
エ

リ
ア
と
す
る
事
を
提
案
す
る
。

現
在
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
６
８

８
人
・
療
育
手
帳
１
２
５
人
・
精

神
障
が
い
者
手
帳
１
３
９
人
と
な
っ
て
お

り
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
は
重
度
障
が
い
者
医
療
費
補

助
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
は
合
わ
せ
て
６

６
０
人
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
に
障
が
い
児
福
祉
事
業
所

が
２
カ
所
ご
ざ
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
支
援
と
し
て
体

制
の
確
保
を
図
れ
る
よ
う
、
進
め
て
参
り

ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
旧
坂
下
厚
生
病
院
跡
地
に
文
化
交
流
館

誘
致
を
進
め
て
は
い
か
が
か

問
旧
越
後
街
道
で
あ
る
北
裏
通
り
の
整
備

進
捗
は

問
町
民
憲
章
推
進
の
進
捗
状
況
は

景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
考
え
は

景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
考
え
は

収
益
力
強
化
に
向
け
た
産
地
の

取
り
組
み
は

第
６
次
振
興
計
画
の
中
で

最
重
点
施
策
と
は
何
か

電
線
地
中
化
等
を
含
め「
会
津
坂
下
町
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」に
盛
り
込
み
ま
す

電
線
地
中
化
等
を
含
め「
会
津
坂
下
町
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」に
盛
り
込
み
ま
す

水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
農
業
収
益

向
上
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

地
理
的
条
件
と
生
活
環
境
の
良
さ
を
活
か
し
た

人
・
暮
ら
し
・
仕
事
づ
く
り
を
進
め
ま
す

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

佐藤　宗太 議員

酒井　育子 議員

議会で視察した際の埋設場所
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　町が進める庁舎建設について議会の見地から検討し提言するために
令和 4 年６月に新庁舎建設検討特別委員会を設置し、議員間討議を重ねて来ました。
　議会として２年間の動きを改めてお知らせします。

「会津坂下町役場新庁舎の建設
場所について様々な現状を加味
し再度協議することを求める請
願」を採択

（賛成８・反対５）、
町へ意見書の提出

「会津坂下町役場新庁舎の建設
場所について、「現本庁舎・北
庁舎・東分庁舎及び東駐車場用
地」に速やかに建設することを
求める請願について」を不採択

（賛成５・反対７・退席１）

令和４年
第２回定例会

（６月）

令和４年
第４回定例会

（12 月）

議
会
の
動
き

町
の
動
き

五
十
嵐
議
員
よ
り
一
般
質
問
で
の
答
弁
に
関
連
し
、
委

員
会
の
開
催
申
し
入
れ

特
別
委
員
会
（
12
月
９
日
）

「
厚
生
病
院
跡
地
は
候
補
地
か
ら
除
外
せ
よ
」
と
申

し
入
れ
る
か
の
討
議

特
別
委
員
会
（
２
月
17
日
）

厚
生
連
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
聴
取
内
容
を
報
告

し
、
再
度
厚
生
病
院
跡
地
を
候
補
地
か
ら
除
外
す
べ

き
と
申
し
入
れ
る
か
討
議

特
別
委
員
会
（
３
月
28
日
）

５
月
の
臨
時
会
に
ど
う
対
応
す
る
か
討
議

臨
時
議
会
に
お
い
て
緊
急
質
問
。
坂
下
厚
生
病
院
跡
地
の
売
却
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
す
（
１
月
26
日
）

議
長
ほ
か
特
別
委
員
会
３
役
で
「
厚
生
連
と
の
や
り
取
り
」
を
町
長
な
ど
か
ら
聴
取
（
２
月
10
日
）

特
別
委
員
会
（
４
月
12
日
）　
町
長
か
ら
臨
時
会
に
提
出
す
る
議
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

10
月
８
日　
仲
町
・
橋
本
若
手
会
と
の
未
来
ト
ー
ク
を

開
催
し
意
見
を
聞
く

第
３
回
定
例
会
中
（
９
月
14
日
）

令
和
４
年
中
に
新
庁
舎
建
設
場
所
を

表
明
す
る
と
説
明

全
員
協
議
会
（
11
月
25
日
）

庁
舎
建
設
位
置
に
つ
い
て
の
表
明
を

令
和
４
年
度
内
に
延
期
す
る

全
員
協
議
会
（
２
月
22
日
）

厚
生
病
院
跡
地
に
す
る
と
表
明

５
月
の
臨
時
会
に
議
案
を
提
出
す
る

と
説
明

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

「
疑
念
を
抱
か
れ
な
い
建
設
を
求
め
る
」
要
請
書
を
提

出
（
12
月
28
日
）
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役場新庁舎建設

「新庁舎建設に関す
る請願」を不採択
（賛成６・反対７）

令和５年
第２回定例会

（６月）
令和６年

全
員
協
議
会
（
６
月
16
日
）　
建
設
場
所
の
決
定
時
期
を
含
め
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明

全
員
協
議
会
（
11
月
９
日
）　
認
識
の
相
違
に
対
し
、
町
か
ら
議
会
へ
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
再
度
説
明　

特
別
委
員
会
（
１
月
16
日
）

「
子
育
て
世
代
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」「
現
在
の
進
捗
」「
ど
の
よ
う
な
庁
舎
を
計
画
し
て
い
る
か
」
の
説
明

を
受
け
る

５
月
29
日
、
６
月
の
議
案
提
案
を
見
送

り
、
令
和
６
年
２
月
ま
で
に
庁
舎
の
位

置
決
定
す
る
、
と
説
明

７
月
「
新
庁
舎
建
設
だ
よ
り
」
で
建
設

場
所
を
令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
決
定

す
る
と
周
知

特
別
委
員
会
（
５
月
29
日
）

町
の
説
明
を
受
け
、
議
会
の
動
き
を
伝
え
る
た
め
、

町
民
懇
談
会
を
開
催
し
説
明
を
す
べ
き
か
討
議

特
別
委
員
会
（
９
月
８
日
）

全
議
員
と
執
行
部
の
建
設
場
所
の
決
定
時
期
に
つ
い

て
認
識
が
ず
れ
て
お
り
、
説
明
を
求
め
る
。
ま
た
、

他
の
庁
舎
建
設
の
状
況
を
見
て
研
修
す
べ
き
か
討
議

「
進
捗
状
況
な
ど
を
示
せ
」
と
要
請
（
12
月
18
日
）

特
別
委
員
会
（
12
月
15
日
）

継
続
調
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
審
議
。
任
期
中
に
示

せ
る
こ
と
を
精
査
し
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
と
し
た

区
長
自
治
会
長
会
と
の
町
民
懇
談
会（
未
来
ト
ー
ク
）

開
催
（
11
月
17
日
）

現位置に建設す
ることを、参考
図面を添付し求
めたもの



編
集
後
記

本
当
に
雪
の
少
な
か
っ
た
今

年
の
冬
が
終
わ
り
、
春
の
暖
か

い
日
差
し
の
中
で
、
す
べ
て
の

植
物
が
芽
を
つ
む
い
で
い
ま
す
。

小
さ
い
背
中
に
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
い
、
目
を
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
か
せ
る
、
新
１
年
生

の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
も
一
新
さ
れ
、
読
み
や

す
い
紙
面
、
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
第
六
次
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
を
作
成
す
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。

「
人
口
が
減
少
し
て
も　

活
力

が
あ
り　
町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
を
持
て
る
町
」

そ
ん
な
町
に
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
、
町
議
会
は
新
体
制

の
下
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。（山

口　
享
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
委
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長
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目
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みんなのひろば

導入に向け検討が進んでいる中学校の部
活動地域移行。変わりつつある中学校の部
活動について紹介しています。

今回は坂下中学校バドミントン部顧問の
鈴木先生にお話を伺いました。

坂下中バドミントン部は、現在男子 14 名、
女子 19 名、計 33 名で活動しています。

大半の生徒は中学生になって始めましたが、
小学生の頃から坂下バンビィで練習してきた生
徒が中心となり、切磋琢磨して練習に励んでい
ます。はじめのうちは技術に差がありますが、
教え合いを通して 2 年生の頃になると、団体戦
で同じ舞台に立てるまでになります。

おかげで昨年 10 月に行われた全会津新人バ
ドミントン大会では、男子団体で優勝、個人戦
では男子部長の湯田くんが県大会ベスト８、東
北大会出場を果たすことができました。

こうした活躍の背景には、バンビィのコーチ

のみなさん、外部コーチ、大会といえばいつも
会場まで送り迎えをしてくれる保護者のみなさ
んのご指導ご支援があったからこそと感じてい
ます。部活動の時間に来ていただき、生徒への
技術面のアドバイスだけでなく気持ちを高める
言葉かけをいただいています。

生徒達には、バドミントンをやりたい、もっ
と強くなりたいという思いがあります。部活動
が地域移行になる中でも、バドミントンを通し
て全身全霊で何かに打ち込むといった経験を積
ませ、生徒一人一人が成長できるよう、向き合っ
ていきたいと思います。

「より高く、より速く、
より前で」

バドミントン部顧問
鈴木　佳子 先生

これからも学校と
地域が協力しながら

坂下中
バドミントン部を
盛り上げていきます！


